
もしバナカード

出雲医療看護専門学校の学園祭で、
もしバナゲーム®の体験会をしました
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　島根県リソースナース会は、県内の専門看護師・認定看護師で構成され、地域の大学等の学園祭に参加し、

専門性を活かした活動を通して社会貢献をしています。

　今回、11月 18日 ( 土 ) に大阪滋慶学園出雲医療看護専門学校の学園祭においてACP（Advance Care 

Planning）※の普及活動の一環として、もしバナゲーム ® の体験会を行いました。

　もしバナゲーム ®とは【人生最期のもしもの時のための話し合いをカードゲームで行うこと】で、自分の価

値観や存在意義を考えることができるゲームです。学生や、学園祭に来場された幅広い年齢層の方々がたくさ

ん参加してくださいました。参加者の方からは、「良い人生にするために考えておくべきことに気がつかされた

」「いろいろな考え方があり興味深かった」などの声が聞かれました。

　『終活』、『エンディングノート』という言葉が社会に浸透し始めています。当院では、入院手続きの時に『事

前要望書のご案内』のパンフレットをお渡し、最期まで希望する医療が受けられるための取り組みを行ってお

ります。最期の時まで自分の望む医療やケアが受けられるためにも、ACP の啓発活動の推進も私たちの役割

であると考えております。

　もしバナゲーム ® についてご興味のある方は、ぜひお問合せください。

※ACPとは：人生の最終段階で受ける医療やケアなどについて、患者本人と家族などの身近な人、医療従事者などが事前に
　　　　　　繰り返し話し合う取り組みです。
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